
　1889（明治22）年創立の日本法律学校を前身とする
日本大学は、16学部86学科、大学院および短期大学部、
通信教育部を擁し、人文・社会科学分野から自然科学、医
歯薬、芸術系まであらゆる学問分野を網羅する、わが国最
大規模の私立総合大学です。
　既存の枠にとらわれない発想で物事を俯瞰的に捉え、行
動できる「総合知」が求められる現代社会において、幅広
い学問領域を有する日本大学では、多分野が融合する唯一
無二の教育研究環境を構築し、総合知を築く豊かな土壌の
中でこれからの時代にマッチする人材を育成しています。
　「自主創造」の教育理念の下、学部の枠組みにとらわれ
ない幅広い教養と専門知識、視野が身につく教育環境を整
備し、自主創造の精神と教学優先を核とする「日本大学ル
ネサンス計画」を掲げ、教学改革に取り組んでいます。

ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
た
教
学
Ｄ
Ｘ

個
々
の
能
力
や
特
性
に
合
わ
せ
た
教
育
を
提
供
す
る

「
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
型
サ
ポ
ー
ト
」
を
推
進
。

日本大学
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個
々
に
寄
り
添
う
サ
ポ
ー
ト
制
度
と

圧
倒
的
な
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト

　

日
本
大
学
の
教
育
理
念
「
自
主
創
造
」

に
基
づ
く
教
育
を
よ
り
確
か
な
も
の
と
す
る

た
め
、
昨
年
７
月
に
学
長
に
就
任
し
た
酒
井

健
夫
学
長
は
「
日
本
大
学
ル
ネ
サ
ン
ス
計

画
」
を
提
唱
。「
個
」（
学
生
や
教
職
員
、

各
学
部
）
を
重
ん
じ
つ
つ
、「
全
」（
集
合
体

で
あ
る
大
学
）
の
一
体
感
を
生
み
出
す
教

育
に
全
学
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
の
カ
ギ
と
な
る
の
が
教
学
Ｄ

Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
）
で
す
。
日
本
大
学
は
幅
広
い
学
問
領

域
を
網
羅
し
、
６
万
人
を
超
え
る
学
生
が

在
籍
し
て
い
ま
す
が
、「
個
」
に
つ
い
て
は
、

一
人
ひ
と
り
の
学
生
に
合
わ
せ
た
指
導
を

さ
ら
に
充
実
さ
せ
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
な

が
ら
学
修
成
果
の
可
視
化
を
進
め
て
い
ま

す
。
目
指
す
の
は
、
多
角
的
な
「
オ
ー
ダ
ー

メ
イ
ド
型
サ
ポ
ー
ト
」
で
す
。
学
生
と
教
職

員
が
自
主
創
造
を
実
行
で
き
る
ゆ
と
り
を

創
出
し
、
教
育
の
質
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も

に
、
各
学
部
の
自
主
性
を
尊
重
し
な
が
ら

学
部
間
の
競
争
と
協
調
の
中
で
ボ
ト
ム
ア
ッ

プ
に
よ
る
全
体
の
底
上
げ
を
図
り
ま
す
。

　
「
全
」
に
関
し
て
は
、
日
本
大
学
全
体

大
学
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
７
８
６
３
件
と
高

い
研
究
業
績
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
卒
業
生
数
も
約
１
２
５
万
人
、

出
身
大
学
別
社
長
数
も
２
万
８
９
０
人
と
、

卒
業
生
と
の
強
固
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

よ
っ
て
、
社
会
に
出
て
か
ら
も
日
本
大
学

出
身
者
で
あ
る
こ
と
の
心
強
さ
が
実
感
で

き
る
で
し
ょ
う
。

　

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
日
本
大
学
教
育

憲
章
に
則
り
、
日
本
大
学
マ
イ
ン
ド
を
有

す
る
人
物
の
育
成
に
必
要
不
可
欠
な
８
つ

の
能
力
（
左
ペ
ー
ジ
図
参
照
）
を
修
得
で

き
る
よ
う
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
基

盤
と
な
る
の
が
、
全
学
共
通
の
初
年
次
教

育
科
目
で
す
。
そ
こ
か
ら
全
学
共
通
教
育

科
目
、
各
学
部
の
教
養
教
育
・
専
門
教
育

へ
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
展
開
し
て
い
き
ま

す
が
、
そ
の
過
程
で
重
視
さ
れ
る
の
は

「
学
生
が
主
体
的
に
何
を
で
き
る
よ
う
に

な
る
か
」
で
あ
り
、
あ
く
ま
で
も
学
生
が

主
役
と
な
る
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

教
育
の
特
色
を
表
す
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ

は
「
全
学
で
取
り
組
む
共
通
教
育
」
で
す
。

全
面
的
に
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
取

り
入
れ
た
「
自
主
創
造
の
基
礎
  （2）

」
を
１

年
次
前
学
期
に
置
き
、
大
学
で
の
学
び
方

や
キ
ャ
リ
ア
形
成
へ
の
意
識
付
け
を
行
い

ま
す
。
後
学
期
に
は
「
日
本
を
考
え
る
」

酒
さ か い

井健
た け お

夫学長
日本大学農獣医学部（現・生物資源
科学部）卒業。東京大学医科学研究
所、厚生省（現・厚生労働省）など
を経て、1993年日本大学農獣医学部
教授。2008〜11年、日本大学総長。
学外での要職も多数歴任し、2022年
より現職。

と
し
て
の
一
体
感
や
、
総
合
大
学
の
ス

ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
の
形
成
を
指
し
ま
す
。

教
育
Ｄ
Ｘ
を
推
進
し
て
分
散
型
キ
ャ
ン
パ

ス
の
デ
メ
リ
ッ
ト
を
解
消
し
な
が
ら
、
他

大
学
に
は
な
い
唯
一
無
二
の
教
育
・
研
究

の
基
盤
を
構
築
し
ま
す
。
例
え
ば
初
年
次

に
開
講
さ
れ
る
「
自
主
創
造
の
基
礎
」
で

は
、
約
１
万
６
０
０
０
人
の
学
生
が
学
部

を
横
断
し
て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
ま

す
。
こ
れ
ほ
ど
の
規
模
感
の
あ
る
授
業
は

日
本
大
学
な
ら
で
は
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
「
現
代
の
社
会
で
は
、
既
存
の
枠
に
と

ら
わ
れ
な
い
発
想
で
物
事
を
俯
瞰
的
に
捉

え
、
行
動
で
き
る
『
総
合
知
』
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
気
候
変
動
や
紛
争
、
格
差
、

食
料
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
確
保
、
感
染
症
の

流
行
と
い
っ
た
地
球
規
模
の
問
題
に
立
ち

向
か
い
、
社
会
の
持
続
的
発
展
を
維
持
す

る
に
は
、
分
野
を
超
え
た
協
力
が
欠
か
せ

な
い
か
ら
で
す
。
幅
広
い
学
問
領
域
を
有

す
る
本
学
に
は
総
合
知
を
築
く
豊
か
な
土

壌
が
あ
り
、
他
分
野
が
融
合
す
る
唯
一
無

二
の
教
育
研
究
環
境
を
構
築
で
き
る
と
考

え
ま
す
」
と
酒
井
学
長
は
述
べ
ま
す
。

育
む
人
間
像
を
明
ら
か
に
す
る

日
本
大
学
教
育
憲
章
  （1）

　

日
本
最
大
級
を
誇
る
日
本
大
学
の
ス

ケ
ー
ル
感
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
数
字
の
中
に

表
れ
て
い
ま
す
。
日
本
大
学
は
16
学
部
86

学
科
を
擁
し
、
人
文
科
学
、
社
会
科
学
、

自
然
科
学
を
網
羅
す
る
非
常
に
幅
広
い

学
び
を
提
供
し
て
お
り
、
専
任
教
員
も

２
２
０
０
人
以
上
い
ま
す
。
各
分
野
の
学

問
を
深
め
た
教
員
に
よ
る
多
彩
な
研
究
が

展
開
さ
れ
、
発
表
さ
れ
る
論
文
数
は
私
立

（1） 日本大学教育憲章
　総合大学として育む人間像を明らかにする憲
章。「日本大学マインド」を有する者の育成を
謳っており、そのマインドとは「日本の特質を
理解し伝える力」「多様な価値を受容し、自己
の立場・役割を認識する力」「社会に貢献する
姿勢」から成る。醸成するには「自ら学ぶ」「自
ら考える」「自ら道をひらく」という３つの要
素と、８つの能力の修得が必要とされ、日本大
学の各学部・学科のカリキュラムでは、専門教
育及び教養教育を通じて、この８つの能力を獲
得できる教育を実現している（右図参照）。

（2） 「自主創造の基礎」
　さまざまな動機・目的をもって入学する新入
生に対し、日本大学の学生として身につけるべ
き学修姿勢や修得すべきスタディスキルを涵養
する科目。ターゲットは「日大生としてのアイ
デンティティ」「論理的・批判的思考とアウト
プット」「コミュニケーションとインクルージョ
ン」の３つ。約16,000人が学部横断でグループ
ワークを行う「日本大学ワールド・カフェ」は
圧巻で、６人のグループごとに「日本大学」を
テーマにディスカッションを行う。

（3） 相互履修制度
　受講可能な科目数は例年2,500科目を超え、
多くの学生が自分の興味や関心に応じて幅広い
教養や総合力を養う機会として活用している。
同制度で受講する学部に、別途授業料を納める
必要はない。

と
い
う
科
目
を
設
け
、「
日
本
」
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
、
あ
ら
ゆ
る
学
問
の
入
り
口
へ

と
学
生
の
興
味
を
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　

二
つ
目
は
「
多
彩
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」。

日
本
最
大
級
の
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
生

か
し
、
多
種
多
様
な
専
門
分
野
を
学
ぶ
こ

と
が
可
能
で
す
。
演
習
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
、

実
験
・
実
習
な
ど
が
少
人
数
形
式
で
行
わ

れ
、
自
主
創
造
の
力
が
養
わ
れ
ま
す
。

　

三
つ
目
は
「
学
部
・
学
科
を
超
え
た
幅

広
い
学
び
」
で
す
。
学
科
を
横
断
し
て
科

目
を
履
修
す
る
な
ど
、
互
い
に
刺
激
し
合

う
場
が
多
く
、
所
属
学
部
以
外
の
授
業
を

受
講
す
る
こ
と
が
で
き
る
相
互
履
修
制

度
  （3）

も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
文
理
学
部

で
化
学
を
専
攻
す
る
学
生
が
、
生
物
資
源

科
学
部
で
食
品
と
化
学
物
質
の
関
係
に
つ

い
て
学
ぶ
な
ど
、
自
分
の
専
門
領
域
に
関

わ
る
フ
ィ
ー
ル
ド
を
大
き
く
広
げ
、
基
礎

知
識
を
深
め
る
と
と
も
に
応
用
力
を
養
う

機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
正
課
外
活
動
の
う
ち
、
特

に
学
生
が
主
体
的
に
行
う
活
動
と
し
て
注

目
さ
れ
る
の
が
「
自
主
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
で
す
。
こ
れ
は
、
研
究
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
な
ど
、
学
生
発
案
で
行
う
取

り
組
み
に
対
し
、
大
学
が
補
助
金
を
支
給

す
る
こ
と
で
支
援
す
る
も
の
で
す
。
授
業

外
で
も
学
部
間
交
流
・
連
携
を
支
援
す
る

こ
と
で
学
生
自
ら
の
学
び
の
意
義
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
正
課
外

活
動
を
通
し
て
い
か
に
成
長
で
き
た
か
は
、

能
力
や
行
動
特
性
な
ど
を
客
観
的
に
測
定

す
る
ア
セ
ス
メ
ン
ト
・
テ
ス
ト
に
よ
り
可

視
化
さ
れ
ま
す
。
在
学
中
に
自
ら
の
強
み

や
弱
み
を
把
握
し
、
自
分
の
特
徴
を
理
解

す
る
こ
と
で
、
目
標
に
向
け
て
計
画
的
に

学
修
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

研
究
成
果
を
教
育
に
還
元
し

産
官
学
連
携
の
要
に
な
る

　

日
本
大
学
は
34
の
研
究
所
と
４
つ
の
研

究
セ
ン
タ
ー
に
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
設
備
を

有
し
、
異
分
野
を
融
合
し
た
多
彩
な
研
究

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、「
日
本
大
学
災
害
研
究
ソ
サ

イ
エ
テ
ィ
（
Ｎ
Ｕ
Ｄ
Ｓ
）」
で
は
、
予
期

せ
ぬ
自
然
災
害
の
リ
ス
ク
に
対
し
、
社
会

に
役
立
つ
災
害
避
難
シ
ス
テ
ム
の
開
発
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
宇
宙
開
発

と
ア
ー
ト
を
融
合
さ
せ
た
「N.U 

COSM
IC CAM

PUS

」
も
、
理
工
学
部
と

芸
術
学
部
を
擁
す
る
日
本
大
学
な
ら
で
は

の
壮
大
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

　

こ
う
し
た
研
究
成
果
を
社
会
に
還
元
す

る
中
心
が
「
日
本
大
学
産
官
学
連
携
知
財

セ
ン
タ
ー
（
Ｎ
Ｕ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
）」
で
す
。
知

的
財
産
権
の
活
用
収
入
は
累
積
で
13
億
円

を
超
え
る
な
ど
、
産
業
界
な
ど
と
連
携
し
、

新
技
術
・
新
製
品
の
開
発
な
ど
に
貢
献
し

て
い
ま
す
。

豊
富
な
国
際
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

個
々
に
寄
り
添
う
就
職
支
援

　

日
本
大
学
で
は
ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
、

カ
ナ
ダ
、
中
国
、
韓
国
な
ど
世
界
各
国
の

大
学
等
と
交
流
を
図
り
、
そ
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
活
用
し
て
交
換
留
学
や
海
外
研

修
な
ど
豊
富
な
国
際
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

提
供
し
て
い
ま
す
。
短
期
海
外
研
修
で
は
、

ニ
ュ
ー
ト
ン
や
ダ
ー
ウ
ィ
ン
ら
が
学
び
、

世
界
ト
ッ
プ
を
争
う
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者

数
を
誇
る
イ
ギ
リ
ス
の
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大

学
ベ
ン
ブ
ル
ッ
ク
・
カ
レ
ッ
ジ
で
サ
マ
ー

ス
ク
ー
ル
を
実
施
。
ま
た
、
33
カ
国
１
地

域
１
２
７
大
学
と
協
定
等
を
結
び
、
学
び

の
機
会
を
創
出
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
て
、
海
外
を
含
め
多
様
な

フ
ィ
ー
ル
ド
で
豊
か
な
総
合
知
を
培
っ
た

学
生
に
対
し
、
就
職
に
お
い
て
も
一
人
ひ

と
り
を
親
身
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

各
学
部
と
連
携
し
対
応
す
る
専
任
の
就
職

支
援
ス
タ
ッ
フ
は
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

約
80
人
を
数
え
、「
合
同
企
業
研
究
会
・

就
職
セ
ミ
ナ
ー
」
を
は
じ
め
、
学
部
の
垣

根
を
超
え
た
充
実
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
学
生

を
支
援
。
公
務
員
採
用
試
験
合
格
を
目
指

す
学
生
に
対
す
る
サ
ポ
ー
ト
も
充
実
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
約
８
万
件
の
企
業
情
報

や
、
日
大
生
を
採
用
し
た
い
企
業
か
ら
の

求
人
情
報
が
満
載
の
日
大
生
だ
け
の
就
職

サ
イ
ト
『
Ｎ
Ｕ
就
職
ナ
ビ
』
も
展
開
。
大

学
生
活
を
重
要
な
キ
ャ
リ
ア
育
成
期
間
と

し
て
捉
え
、
入
学
か
ら
卒
業
、
就
職
、
さ

ら
に
そ
の
後
の
人
生
ま
で
も
考
え
た
日
本

最
大
級
の
総
合
大
学
と
し
て
の
利
点
を
生

か
し
た
全
学
的
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「自主創造」を実現する８つの能力を育成するカリキュラム

日本大学

◆ 自ら学ぶ
◆ 自ら考える
◆ 自ら道をひらく

豊かな知識・教養に
基づく高い倫理観

日本大学マインド

教育理念 自主創造

1年次

4年次
（6年次）

日本大学教育憲章

1

世界の現状を
理解し、説明する力
2

倫理的・批判的
思考力
3

問題発見・
解決力
4 リーダーシップ・

協働力
7

挑戦力5
コミュニケーション力6

省察力8

自ら学ぶ 自ら考える 自ら道をひらく

８
つ
の
能
力

”学び方”
を学ぶ

”学ぶ意義”
を学ぶ

専門を取り巻く
事象を学ぶ

自らの
専門分野を学ぶ

※学部・学科により、教養教育科目・専門教育
　科目などの名称が異なる場合があります。

全学共通教育科目

教養教育科目

専門教育科目

自主創造の基礎

日本を考える
＋

社会に学びを
生かす

卒業

大学での学びを
まとめる 卒業論文・卒業研究など

学位授与

一般教育科目・
総合教育科目

外国語・
保健体育科目

教養教育 専門教
育

教
育
科
目

全
学
共
通

全学共通
初年次教育科目

サ
ー
ク
ル・ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

自
主
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
　  

　

正課外活動の
バックアップ

日本大学マインド
を有した日大人

ラーニング・アウトカム
（学修成果）

江古田キャンパス（藝術学部ギャラリー棟）

095 卓越する大学 日本大学 094


